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尼崎市立塚口中学校 平成22年9月17日 各教科の通過率
－尼崎市学力生活実態調査より－

平成22年度

「塚口№７」

◎家で勉強する時間 (％) ◎テレビを見る時間 (％)

◎その他 (％)

ハインリッヒの法則

<主な行事等>

9月17日(金) 第29回定期演奏会 10月 4日(月) 交通安全教室（1年)

9月29日(水) 生徒総会 10月 7日(木)・8日(金) 中間考査

9月30日(木) トライやるウイーク 10月26日(火) 合唱コンクール

保護者説明会(2年) 10月28日(木）文化発表会

塚 口
◇学校教育目標◇

集団の中で自らを律し

目標の実現に向け努力し

自らを高め続けようとする姿勢の育成

ハインリッヒの法則（１：29：300の法則）

これは、アメリカの技師ハインリッヒという人
が発表した法則で、労働災害の事例の統計を分析
した結果、導き出されたものです。
「１：29：300」という数字は、１件の重大事故
が発生する背景には 29件の軽傷事故と 300件のヒ
ヤリ・ハットがあるということを警告したもので
す。
つまり、１件の重大事故が発生すると、それに近
い事故(ひとつ間違えば、重大事故になっていたで
あろう事故）が 29 件発生してる。そして、29 件
に近い事故は 300 件は発生しているということで
す。

“ヒヤリ･ハット"とは、事故につながらなくとも"ヒヤリ"とした"ハット"したと

いうことですが、日頃、“ヒヤリ・ハット"の状態までいかなくとも（もしくは自
覚していない、気づいていない）、実は非常に不安全な状態や行為をしていること

がたくさんあると思います。
でも、いつもやっていることだから、今まで平気だったので・・・、という気

持ちや不安全行為が、いつ、“ヒヤリ・ハット"を飛び越えて一気に重大事故にな
るかわかりません。

事故や災害を防止するためには、多くの潜在要因を取り除いていくことが大切
ですが、お互いが、ちょっと意識することで、ちょっと気をつけることで防げる
事故や災害もたくさんあると思います。

みなさんも、一度、自分の行動や生活を振り返ってみてください。「安全・安心、
心と体の健康」があってこそ、一生懸命に学習に取り組むことができるし、部活

動にも頑張れるのだと思います。

家庭学習時間 － 30分～２時間 －

（中１ 54.2％ 中２ 56.5％）

お め で と う
優勝 林 大貴（2-3）
ダンロップ全日本ジュ

ニア選手権'10 U14BS

(8月5日～10日 大阪)

日々の授業を大切に！
５月に実施した『尼崎市の学力生活実態調査』の
結果が届きました。実施した各学年の通過率は左表
のようになっています。１年生の数学、２年生の理
科・英語が少し全国平均を下回っています。
※通過率とは、評定３以上の割合を合計した数字です。

学習意識等に関する
調査では、左表及び左
下表のような結果がで
ています。
数字は、「よくあて
はまる、まあまああて
はまる」と回答した人
の割合(％)です。

家での学習時間（塾の時間も含む）は、１・２年生
とも約55％の人が、「30分～２時間」と回答していま
す。この中でも、1年生は「30分～1時間」が31.7％、
２年生は「1時間～2時間」が37.1％と最も高い割合と
なっており、少し、２年生の方が学習に対する意識が
高いと言えるでしょう。しかし、「ほとんどしない」
という人が、15.6％（１年生9.6％）いるという結果
も出ています。

生徒会が‘チャイム着席守らせ隊’を発足し、また、
先生方もチャイムが鳴る前から教室に移動するなど、
チャイム着席に力を入れています。どの項目もいい結
果がでてほしい気持はありますが、特に、「チャイム
が鳴るとすぐ授業がはじまる」という項目が、100％
になってほしいなと思います。


